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二〇一八年度活動記録
《公開シンポジウム》
●「江戸川乱歩のモダニティ」・日時
　
二〇一八年十一月二十五日（日）一三時〜一八時
・場所
　
立教大学池袋キャンパス
 十四号館Ｄ三〇一教室
・内容 
  
江戸川乱歩の文学は欧米においても大衆文化やモダニズムとの関連
において再評価されつつあります。本シンポジウムでは、そうした海外における江戸川乱歩研究の成果を踏まえ、最先端で活躍する国内外の研究者
4名に登壇いただき、 「モダニティ」という観点で江戸川乱歩
の世界を探究するとともに、相互交流を図ります。
・講師 
韓
　
程善（韓国・東国大学校）
 「韓国における江戸川乱歩の翻訳出版と受容の様相」 Seth Jakobow
itz （米国・イエール大学）
 「江戸川乱歩における視線と閉所愛好症」 大森恭子（米国・ハミルトン大学）
 「乱歩とポー、翻訳と活動写真弁士」 浜田雄介（日本・成蹊大学）
 「江戸川乱歩と文学史」・司会 川崎賢子（日本・立教 学文学部特任教授
・コーディネーター 
石川
　
巧（日本・立教大学文学部教授）
・主催
　
立教大学文学部文学科
・共催
 
 立教大学日本 会、立教大学江戸川乱歩記念大衆文化研究センター、立教大学日本学研究所、立教ＳＦＲ共同プロジェクト研究「江戸川乱歩所蔵資料の活用による探偵小説研究」
《国際会議》
●「日本と東アジアの〈環境文学〉 」・日時
 
 二〇一八年七月二十八日（土）一〇時〜一八時三〇分
 
 
　　　　　　　
二十九日（日）一〇時〜一八時三〇分
・場所
　
立教大学池袋キャンパス
 太刀川記念館カンファレンスルーム
・内容 
  〈環境文学〉とは、自然環境と人間社会及び文化との関わりをとらえた文学全般を指す。この分野の研究はアメリカから始まり、日本でも一九九四年に発足した「文学・環境学会」が意欲的に活動している。ただし、現状としては欧米との比較文学や日本の近代文学が中心で古典文学の分野でも一部に試みは見られるものの、東アジアをも視野に入れて総合的に展開させる次元にまでは至っていない。こうした実状に鑑み、本国際会議 は、漢字漢文 化圏から日本と東アジアの〈環境文学〉の位置や意義を明確にすることで、既存の文 史や文化史を書き換え、再編成すること めざす。二十八日に基調講演と第一・第二シンポジウム、二十九日に第三・第四シンポジウムとラウンドテーブル（公開開催）を行う。
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・講師 
小峯和明（立教大学名誉教授、中国人民大学高端外国専家）
 
渡辺憲司（立教大学名誉教授、自由学園最高学部長）
 
ハルオ・シラネ氏（コロンビア大学）
 
マティアス ハイエク氏（パリディドロ大学）
 
李
　
銘敬氏（中国人民大学）
 
王
　
成氏（清華大学）
 
グエン・ティ・オワイン氏（タンロン ）
 
ファム・レ フ 氏（ベトナム国家大学ハノイ校）
 
竹村信治氏（広島大学）
 
金
　
文京氏（鶴見大学）
 
他三十八名（国内二十九名、海外九名）
・コーディネーター・司会 
鈴木
　
彰（立教大学文学部教授・日本学研究所副所長）
・主催
　
立教大学日本学研究所
・共催
　
立教大学日本文学会
・後援
　
立教大学ＥＳＤ研究所
・助成
　
立教大学ＳＦＲ国際会議助成
 
 ＪＳＰＳ科学研究費基盤研究（Ｂ） 「
16世紀の日本と東アジアの〈環境
文学〉をめぐる総合的比較研究」 （課題番号
16 H
03389　
研究代表者：
小峯和明）
《研究例会》
●第六一回研究例会 「第四回
　
海外の日本文化研究
―
その動向と可能性
―
」
・日時
　
二〇一八年七月二十一日（水）一八時三〇分〜二〇時四五分
・場所
　
立教大学池袋キャンパス
 太刀川記念館カンファレンスルーム
・内容 
  
立教大学は多くの留学生が在籍し、スーパーグローバル大学（グロー
バル化牽引型）にも指定されており、研究の国際化や国際交流の中核を担う大学として期待されている。しかしながら、本学の留学生の研究内容やその問題意識は、学生や教員間において必ずしも十分に共有されているとはいいがたい。本例会では、今後海外において日本文化研究を推進していくであろう留学生たちによる研究発表を行う。海外各国における日本文化研究の動向や関心につい も発表者 よる報告を行い、世界におけ 日本文化研究の今後の方向性や可能性について議論したい。
・講師・演題 
覃思遠（北京日本学研究センター大学院生・日本学研究所研究員）
 「 『朝鮮征伐記』の歴史叙述と対外意識」 許瑋晴（北京日本学研究センター大学院生・日本 研究所 員）
 「 『好色五人女』における女性の造形について Joanna L
inzer （イエール大学博士課程・フルブライト奨学生）
 「環境史の観点からみた鉄穴流し
―
高梁河流域を事例として
―
」
・司会・コーディネーター： 
鈴木
　
彰（立教大学文学部文学科教授・日本学研究所副所長）
 
